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【インビュー セラミックブラケット】

　セラミックブラケットはその優れた審美性により、デビュー当初から多くの先生や患者さ
んに求められてきました。しかしディボンディングする際、エナメル質を損傷する恐れがあ
るなどの理由から、その人気は想定より伸び悩んだのです。

　そこで、優れた審美性をそのままにセラミックブラケットの欠点を解消すべく設計・開発
されたのが『InVu®セラミックブラケット』です。

　独自の「インジェクションモールド製法」によって実現した耐久性と、メタルブラケット
と同等のローフリクション。また、ブラケット本体はセラミック、ベース面はコンポジット
レジン製という世界で唯一の「ハイブリッド（二重）構造」により、優れたボンディング力
とディボンディングのしやすさを兼ね備えました。

　「審美性」と「機能性」。その両方をあわせ持つことを実現したのです。

はじめに
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メタルブラケットと同等のローフリクション

　「セラミック＝滑りがよくない」

　そんなイメージをお持ちの先生も少なからずいらっしゃるかと思います。このよう
に言われる理由は、製造方法にあります。従来のセラミックブラケットに採用されて
いた「削り出し製法」では、製造時につく細かい傷によってワイヤーの滑りが邪魔さ
れていました。
　そこで『InVu®セラミックブラケット』は、今までとはまったく違った「インジェ
クションモールド製法」を採用したのです。

　「インジェクションモールド製法」とは？ 

　「放出成形」といわれ、溶かしたセラミック樹脂を金型に流し込んでつくる製法です。
表面はツルツルしていてとても滑りがよく、メタルブラケットと同等のローフリクショ
ンを実現します。さらに、ツルツルしていることで汚れや色がつきにくく、時間が経っ
てもきれいなまま艶やかな透明感を保つことが可能です。
　また「ロープロファイル」のデザインなので、患者さんにとって違和感の少ない装着
感となります。

【倍率1000倍の表面】

従来のセラミックブラケット
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　なぜブラケットは割れるのか？

　「削り出し製法」でつくられたブラケットの表面は、細かい傷がもともとある状態です。
ブラケットは口腔内で数年の間、さまざまなダメージを受けます。例えば、かたい食べ
物を噛んだときや毎日のブラッシング。一つひとつは非常に小さなことですが、長期間
にわたるダメージはもともと存在する細かい傷を大きいものへと変えてしまいます。
　小さなダメージの疲弊の頂点に、ブラケットの破損があるのです。

　耐久力と継続的な審美性

　「インジェクションモールド製法」でつくられた『InVu®セラミックブラケット』は、

耐久性にも優れます。表面にほとんど傷がないのでブラケット本体に傷が入りにくく、

従来のセラミックブラケットよりも耐久性が強く！さらに、傷が少ないことで入り込ん

でしまう汚れや着色も軽減でき、長期間きれいな状態を保つことができます。

割れにくいセラミックブラケット
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結紮しやすいタイウィング

　結紮のしやすさはタイウィングの深さにあります。「削り出し製法」は、技師がどんな
に素晴らしい技術を持っていても細工できる範囲は決まってしまいます。一方、「インジェ
クションモールド製法」は最初に金型をつくるので細かな加工が可能。金型のウィング
を深くしておくことにより、結紮のしやすいタイウィングが実現できるのです。

InVu
（タイウイングが深い）

従来の
セラミックブラケット

優れた接着力

　クリスタルメッシュベース

　『InVu®セラミックブラケット』は本体はセラミック、ベース面はコンポジットレ
ジン製のハイブリット（二重）構造となっています。そしてコンポジットレジンのベー
ス面は、メタルブラケットのベース面に施されているものと同等の、特殊なメッシュ
構造となっています。さらにメッシュの一つひとつの型状は下記のような「たこつぼ
状」になっており、接着剤がこの「たこつぼ」に入り込むことで構造的に非常に強固
に接着します。

　使用する接着剤

　ボンディングの際はどんな接着剤でも十分な接着力を発揮します。
　比較的粘着性の硬い接着剤を使用されている場合、まれにうまくたこつぼに接着剤
が入り込まないということがあります。ベースに刷り込むようにしていただくか、歯
面に圧接するときに強く圧接してください。

たこつぼ状
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簡単ディボンディング

　セラミックブラケットのディボンディング

　『InVu®セラミックブラケット』が選ばれる理由は、患者さん一人ひとりの歯の色に
馴染む『審美性』と並んで、『ディボンディングの簡単さ』を評価いただいているとい
う点です。
　いままでのセラミックブラケットはディボンディングが大変といわれ、セラミック
を使わない理由としてあげる先生もいらっしゃるほどです。セラミックのような硬い
樹脂が、硬い歯面に、硬い接着剤で固定されている。ディボンドは物体の変形を利用
して行なうのに対し、変形させられる場所がないのでブラケットが粉々に飛び散った
り、歯面に残ったりしてしまうのです。

　『InVu®セラミックブラケット』のディボンディング

　ではなぜ、『InVu®セラミックブラケット』のディボンディングは簡単なのでしょう
か。それはベース面が硬いセラミックではなく、コンポジットレジン製だからです。
やわらかい素材をベース面に採用することで、プライヤーで容易に変形させることが
でき、簡単にディボンディングすることができるのです。先生にとってはストレスなく、
患者さんにとっては安全にディボンドを行なっていただけます。
　是非この「簡単ディボンディング」をお試しください。
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歯面とブラケットベース面（コンポジット）の
間にプライヤーの刃先を入れます。ポイント
は、刃先をあまり深く入れないこと。ベース
面の角に刃先が当たるくらいで十分です。

躊躇なくプライヤーで挟んでください。
ベース面のコンポジットがたわんで、
接着剤ごとブラケットを外すことが
できます。


